



















































































































































死者の年忌は，1年，3年，7年，13 年，17 年，25 年，33 年と続けられ，遅くとも 50 回忌で
終了する。かつては 33 回忌や 50 回忌などはあまり重要視されることは少なく，その意味におい
ては，死者の供養は比較的早めに打ち切るという傾向がうかがえる。また 3年目までの盆には，
墓地にトウロウ（灯籠）とガス灯を立てる習慣があり，これは今日でも行なわれている。新暦 8
月 13 日から 15 日の 3日間は，墓地には多くのトウロウが立てられてたいへん賑やかになる。ト


































沖永良部島における先祖祭りは，旧暦 1月 16 日の墓正月と，本土の盆にあたる旧暦 7月 13 日
から 15 日のシューロ祭りの年に 2度である。なお墓正月は「ウヤホーの正月（仏の正月）」とも
いわれ，田芋の餅や菓子を墓に供え，一族のすべての墓に参るという。
死者が出てはじめての墓正月とシューロ祭りには，家族や一門の者がそろって墓地へ行き，墓



































































































































































































































































































９）大間知篤三「両墓制の資料」（『大間知篤三著作集』1 未来社 1974，ただし初出は 1936）







１６）上野和男「日本の祖名継承法と家族」（『政経論叢』50 巻 5・6 1982）
１７）上野和男「日本の祖名継承法と家族」（前掲）
１８）蛸島直「沖永良部島の祖名継承」（北見敏夫編『日本民俗学の展開』雄山閣 1988）
１９）蛸島直「沖永良部島の祖名継承」（前掲）
２０）上野和男「日本の祖名継承法と家族」（前掲）
２１）八木透「魂の継承と命名」（『日本の通過儀礼』前掲），および同「祖名継承研究の意義と課題」（『名前
と社会』早稲田大学出版 1999）
（やぎ とおる 共同研究研究員／佛教大学歴史学部教授）
死をめぐる民俗文化（八木 透）
（ ８５ ）
